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マルティン・ルターによって始められた宗教改革
はさまざまな面を持っていますが、その中でも、
礼拝の改革は、その後のドイツに大きな影響を
与えることになります。 
ルターは、礼拝に集った人々が自国語で歌うこ
とを回復しました。ルターとその協力者たちは、
新たな歌詞と曲を作り出しましたが、同時に、そ
れまでに存在していた典礼文や旋律を基に、ド
イツ語の歌も生み出したのです。 
それらの中から、このフォーラムでは、“Kyrie, 
Gott Vater in Ewigkeit”を取り上げ、前史とそ

の後の展開を概観し、その意義付けと解釈を試
みます。 
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